
(平成30年9⽉より運⽤)

奈良市建設部⼟⽊管理課

⾃動⾞乗⼊承認⼯事基準
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インターロッキング舗装Aタイプ

ブロック 砂 路盤(C-30)
Ⅰ種 乗⽤・⼩型貨物⾃動⾞ 8 3 25

インターロッキング舗装Bタイプ

ブロック 砂 基礎コンクリート 路盤(C-30)
Ⅰ種 乗⽤・⼩型貨物⾃動⾞ 8 3 15 10
Ⅱ種 普通貨物⾃動⾞等 8 3 20 20
Ⅲ種 ⼤型・中型貨物⾃動⾞ 8 3 20 35

インターロッキング舗装構成(乗⼊れ部)

○インターロッキング舗装
※⼾建住宅についてはAタイプ(Ⅰ種のみ)、店舗、集合住宅、事務所、駐⾞場など不特定多数の
⾞両が出⼊りする施設についてはBタイプ(Ⅰ〜Ⅲ種)を適⽤

種別 ⾞種
インターロッキング舗装構成(乗⼊れ部)

種別 ⾞種
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○インターロッキング舗装端部拘束

※舗装端部の拘束
 インターロッキングブロック舗装の設計において、極めて重要な部分を担うにもかかわらず、軽
視されがちなのが舗装端部の拘束です。端部拘束の重要性に対する理解が進んでいないため、不⼗
分な端部拘束による破損が後を絶たないのが実情であるため、最低でも150×150㎜以上の端部拘
束が必要とされています。

6



○コンクリート平板舗装

平板 敷モルタル 基礎コンクリート 路盤(C-30)
Ⅰ種 乗⽤・⼩型貨物⾃動⾞ 6 3 15 10
Ⅱ種 普通貨物⾃動⾞等 8 3 20 20
Ⅲ種 ⼤型・中型貨物⾃動⾞ 8 3 20 20

※コンクリート平板の⼨法が300×300mm以上のコンクリート剛性舗装構造に属するものに適⽤

種別 ⾞種
コンクリート平板舗装構成(乗⼊れ部)
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○乗⼊ブロック構造図

※乗⼊部の基礎⼯について
乗⼊部の歩⾞道境界ブロックやL型側溝の交換⼯事の際、基礎コンクリートの施⼯が必要となりま
す。基礎コンクリートを省略した施⼯を⾏うと、コンクリート⼆次製品にがたつきや沈みが⽣じる
ため、現況の構造を撤去した際に基礎コンクリートが無い場合でも、基礎⼯の新設が必要となりま
す。
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